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場

恒
例
の
、
さ
っ
き
、
盆
栽
展
が
玉
川

村
盆
栽
会
と
村
公
民
館
共
催
で
去
る
六

月
七
・
人
・
九
日
の
三
日
間
玉
川
村
体

育
館
で
開
ら
か
れ
ま
し
た
。

出
品
さ
れ
た
、
さ
っ
き
や
盆
栽
は

会
員
が
長
年
丹
精
こ
め
て
作
り
上
げ
た

名
木
、
名
花
で
、
広
い
体
育
館
い
っ
ぱ

い
に
展
示
さ
れ
、
村
内
は
も
ち
ろ
ん

村
外
か
ら
も
熱
心
な
参
観
人
が
会
場
に

訪
れ
、
見
事
に
咲
き
ほ
こ
る
さ
っ
き
や

芸
術
品
さ
な
が
ら
の
盆
栽
に
見
と
れ
て

居
り
ま
し
た
。

会展栽き・盆

次
の
方
々
が
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。

-っ

。
競
技
花
(
光
華
)
の
部

さ

樹
楽
園
賞

銀

賞

銅

賞

優

秀

賞

有

賀

重

夫

(

吉

)

車
田
光
雄
(
小
高
)

有

賀

清

(

リ

)

奥
野
辰
昭
(
岩
法
寺
〉

磯
目
藤
一
(
川
辺
)

曲
山
正
雄
(
小
高
〉

久
保
木
徳
雄
(
蒜
生
)

塩
沢
直
利
(
南
須
釜
〉

佐

藤

筋

策

(

吉

〉

小

林

尚

(

竜

崎

)

企

11 " 11 11 11 
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(

吉

)
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(
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崎

)

公

民

館

長

賞

佐

藤

計

(

吉

〉

盆
栽
会
長
賞
小
林
宏
一
(
竜
崎
)

民

報

賞

有

賀

雷

干

天

(

吉

〉

優
秀
賞
塩
沢
直
利
(
南
須
釜
〉

H

伏

田

章

(

竜

崎

)

須
藤
安
一
(
川
辺
〉

柳
沼
石
晴
(
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崎
〉

野
崎
幸
夫
(
川
辺
〉

11 11 11 
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A
議
案
第
十
九
号
専
決
処
分
の
承
認

を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

A
議
案
第
二
十
号
専
決
処
分
の
承
認

を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

こ
の
二
件
の
議
案
に
つ
き
ま
し
て

は
、
玉
川
村
税
条
例
及
び
玉
川
村

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て
専
決
処
分
を
し
た
も

の
で
あ
り
ま
す
。

地
方
税
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
及
び
地
方
税
法
施
行
令
の
一
部

を
改
正
す
る
政
令
並
び
に
地
方
税

法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る

省
令
が
昭
和
五
十
五
年
一
一
一
月
三
十

一
日
公
布
、
四
月
一
日
施
行
さ
れ

た
た
め
で
あ
り
ま
す
。

A
A
議
案
第
二
十
一
号
郡
山
地
方
広
域

市
町
村
圏
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い

て
本
件
は
本
宮
町
が
郡
山
地
方
広
域

市
町
村
圏
組
合
よ
り
脱
退
に
伴
な

う
規
約
の
変
更
で
あ
り
ま
す
。

A
議
案
第
二
十
二
号
民
有
林
林
道
関

設
事
業
請
負
契
約
に
つ
い
て

昭
和
五
十
四
年
度
よ
り
岩
法
寺
線

の
事
業
と
し
て
行
な
っ
て
お
り
ま

す
が
、
今
年
度
も
継
続
事
業
の
補

助
事
業
と
し
て
工
事
を
実
施
す
る

の
で
こ
の
工
事
請
負
契
約
の
た
め

議
会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。

A
A
議
案
第
二
十
一
一
一
号
玉
川
村
税
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

地
方
税
法
施
行
令
の
一
部
改
正
す

る
政
令
が
四
月
三
十
日
公
布
施
行

さ
れ
ま
し
た
こ
と
に
よ
る
税
条
例

の
一
部
改
正
で
あ
り
ま
す
。

A 
い間議
て題案

協第
議二
会十
設四
霞号
条
例玉
の川
設村
定青
に少
つ年

青
少
年
の
指
導
、
育
成
、
保
護
及

び
矯
正
に
関
す
る
総
合
的
施
策
の

樹
立
に
つ
き
調
査
審
議
し
、
そ
の

た
め
に
関
係
行
政
機
関
相
互
の
連

絡
調
整
を
関
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
協
議
会
を
設
置
す
る
た
め
の
条

例
の
設
定
で
あ
り
ま
す
。

A
議
案
第
二
十
五
号
昭
和
五
十
五
年

度
玉
川
村
一
般
会
計
補
正
予
算
〈
第

一
号
〉
案
に
つ
い
て

こ
の
度
の
補
正
は
当
初
予
算
で
措

置
せ
ず
緊
急
を
要
す
る
も
の
に
つ

い
て
補
正
す
る
も
の
で
千
六
百
五

十
四
万
四
千
円
を
追
加
し
、
予
算

総
額
で
十
ニ
龍
四
千
四
百
四
万
四

千
円
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
衆
議
院
議

員
選
挙
費
、
測
量
設
勺計

委

託

費

治
山
事
業
費
、
土
木
費
な
ど
で
あ

り
ま
す
。

こ
れ
の
財
源
と
し
宅
繰
越
金
と

圏
、
県
支
出
金
を
見
込
ん
で
計
上

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

A
議
案
第
二
十
六
号
福
島
県
営
土
地

改
良
事
業
に
要
す
る
費
用
の
一
部
負

担
に
つ
い
て

土
地
改
良
法
第
九
十
一
条
第
二
項

の
規
定
に
よ
り
、
昭
和
五
十
五
年

度
か
ら
昭
和
五
十
七
年
度
ま
で
に

お
い
て
、
福
島
県
が
行
う
、
掛
金

地
区
老
朽
溜
池
事
業
に
要
す
る
費

用
の
分
担
に
つ
い
て
議
会
の
議
決

を
求
め
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

A
A
議
案
第
二
十
七
号

の
施
行
に
つ
いが
て

昭
和
五
十
五
年
度
計
画
の
団
体
営

土
地
改
良
事
業
と
し
て
予
算
計
上

を
し
て
お
り
ま
す
が
、
補
助
事
業

と
し
て
の
決
定
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
今
回
四
、
辻
東
野
地
区
団

体
営
土
地
改
良
事
業
と
し
て
採
択

決
定
さ
れ
た
の
で
こ
れ
が
施
行
の

た
め
の
議
決
を
求
め
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。

土
地
改
良
事
業

h 
て康議

保 案
険 第
税 二
条十
例八
の号

部玉
改川
正村
に国
つ民
い 健

こ
の
度
の
一
部
改
正
は
、
昭
和
五

十
五
年
度
国
民
健
康
保
険
税
に
適

用
す
る
税
率
な
ど
の
改
正
で
あ
り

ま
す
。

AA

議
案
第
二
十
九
号
玉
川
村
議
会
会

議
規
則
の
改
正
に
つ
い
て

こ
の
改
正
は
内
容
の
一
部
改
正
と

従
来
ま
で
縦
書
で
あ
っ
た
も
の
を

玉
川
村
の
例
規
類
集
の
書
式
に
な

ら
い
横
書
に
改
め
る
改
正
で
あ
り

ま
す
。

企
諮
問
第
一
号
人
権
擁
護
委
員
の
推

せ
ん
に
つ
き
議
会
の
意
見
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て

現
委
員
の
任
期
が
七
月
十
四
日
で

満
了
す
る
た
め
後
任
者
の
推
せ
ん

に
つ
い
て
、
小
高
の
矢
吹
幾
哉
氏

北
須
釜
の
鈴
木
三
郎
氏
の
両
名
の

推
せ
ん
に
つ
き
議
会
の
意
見
を
求

め
ら
れ
ま
し
た
が
全
員
一
致
で
適

任
者
で
あ
る
と
し
て
認
め
ら
れ
ま

し
た
。

A
受
理
番
号
第
四
号
北
須
釜
通
学
路

兼
南
須
釜
農
道
改
良
工
事
整
備
に
関

す
る
請
願

北
須
釜
区
長
及
び
南
須
釜
区
長
か

ら
提
出
さ
れ
た
も
の
。

A
受
理
番
号
第
五
号
村
道
、
五
升
蒔

よ
り
鷹
待
場
路
線
改
良
工
事
整
備
に

関
す
る
請
願

北
須
釜
区
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
も

の。

村
民
総
合
グ
ラ

γ
ド
に
高
い
感
心

今
六
月
定
例
議
会
に
お
い
て
次
の
よ

う
な
一
般
質
問
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の

中
で
村
民
総
合
グ
ラ
ン
ド
関
係
の
一
般

質
問
通
告
が
四
議
員
か
ら
あ
り
ま
し

た。
質
問
者
と
内
容
は
次
の
と
お
り

A
A

通
告
順
序
一
号

佐
久
間
安
蔵

一
、
激
増
す
る
村
民
の
生
活
環
境
に
対

す
る
地
域
的
要
求
に
対
応
す
る
方
途

に
つ
い
て

ω、
農
村
総
合
整
備
モ
デ
ル
事
業
の

導
入
実
施
す
る
意
志
の
有
無
に
つ

い
て

二
、
村
内
の
大
規
模
農
地
開
発
実
施
予

定
地
域
の
早
期
着
工
の
実
現
対
策
に

つ
い
て

ω、
母
畑
開
発
パ
イ
ロ
ッ
ト
及
び
阿

武
隈
開
発
実
施
地
域
の
強
力
な
推

進
対
策
に
つ
い
て

A
通
告
順
序
二
号

塩
沢
金
吾

、
村
民
総
合
運
動
場
の
建
設
に
つ
い

て、
阿
武
隈
山
系
開
発
に
つ
い
て

A
通
告
順
序
三
号

小
林
隆
次

一
、
竜
崎
地
区
小
学
校
児
童
の
通
学
に

つ
い
て

約
、
通
学
費
に
対
し
財
政
上
の
援
助

な
り
将
来
ス
ク
ー
ル
パ
ス
の
運
行

等
出
来
な
い
も
の
か
。

伸
、
泉
郷
駅
前
西
側
の
パ
ス
停
留
所

に
雨
覆
か
自
よ
け
、
椅
子
等
の
設

置
し
て
児
童
に
便
宣
を
は
か
つ
て

も
ら
い
た
い
。

二
、
ポ
ン
プ
操
法
競
技
出
場
に
つ
い
℃

ω、
経
費
の
こ
と
に
つ
い
て
。

刷
、
特
定
の
団
員
の
み
の
競
技
で
は

な
い
の
か
。

一
一
一
、
村
民
運
動
場
の
実
現
の
見
通
し
に

つ
い
て

A
通
告
順
序
四
号

佐
藤
一
男

一
、
村
営
グ
ラ
ン
ド
建
設
の
見
通
し
に

つ
い
て

二
、
村
営
住
宅
の
補
修
整
備
に
つ
い
て
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一
ニ
、
村
史
の
増
補
版
の
発
行
に
つ
い
て

回
、
村
発
注
の
工
事
に
関
す
る
ト
ラ
ブ

ル
の
解
決
方
法
に
つ
い
て

A
通
告
順
序
五
号

吉
田
{
子
一

た

一
、
村
民
総
合
グ
ラ
ン
ド
建
設
に
つ
い

て
一
一
、
一
毅
行
政
問
題
に
つ
い
て

的
、
一

殻
行
政
の
中
で
部
区
長
へ
の

報
酬
の
件

伸
、
玉
川
村
第
一
小
学
校
、
校
長
住

宅
の
下
水
整
備
及
び
下
屋
の
部
分

を
あ
の
ま
ふ
放
置
し
て
よ
い
の
か
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一
、
水
田
利
用
再
編
対
策
に
つ
い
て

二
、
道
路
行
政
に
つ
い
て

ω、
鉄
道
側
道
に
つ
い
て

三
、
消
防
車
更
新
に
つ
い
て

3 

一
進
学
は
毎
日
奨
学
生
制
度
で
一

一
毎
日
新
聞
社
で
は
、
働
き
な
が
ら
ト

一
自
分
の
力
で
進
学
で
き
る
毎
日
奨
学
干

↑

生

制

度

を

設

け

て

お

り

ま

す

。

+

↑
こ
の
制
度
は
、
大
学
生
、
短
大
生
苧

ι

専
門
、
各
種
学
校
生
、
予
備
校
生
に

e

-
そ
れ
ぞ
れ
各
コ
l
ス
の
奨
学
生
制
度
骨

骨
を
適
用
し
、
必
要
な
学
費
の
貸
与
骨

骨
返
済
不
要
の
奨
学
生
支
給
の
ほ
か
骨

+
生
活
の
一
切
を
保
証
す
る
も
の
で
す
o
+

苧
現
在
、
来
年
度
の
奨
学
生
を
募
集
+

-
し
て
お
り
ま
す
。
詳
し
い
パ
ン
フ
レ
苧

-
ッ
ト
を
無
料
で
お
送
り
し
ま
す
の
で
苧

苧
左
記
の
事
務
局
‘
ま
で
、
氏
名
、
住
所
一

+
電
話
番
号
を
書
き
添
え
て
お
申
し
込
一

宇

み

く

だ

さ

い

。

一

昨

守

一

六

O
、
東
京
都
新
宿
区
大
久
一

ι

保
三
J
一
四
J
四
:
:
:
毎
日
新
聞
社
一

一
早
稲
田
別
館
内
毎
日
育
英
会

K
係
。
十

県
消
防
協
会
石
川
支
部
幹
部
大
会

第32回

藤

田

前

団

長

ら

受

彰

第
三
十
二
田
福
島
県
消
防
協
会
石
川

支
部
幹
部
大
会
は
、
六
月
十
九
日
午
前

九
時
か
ら
石
山
川
町
体
育
館
で
関
ら
か
れ

ま
し
た
。

大
会
に
は
各
町
村
の
消
防
幹
部
を
は

じ
め
、
関
係
者
合
せ
て
約
五

O
O人
が

出
席
し
盛
会
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し

な
お
、
こ
の
大
会
の
席
上
、
消
防
に

た
い
へ
ん
功
労
が
あ
っ
た
と
し
て
次
の

方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
(
本
村
関

係
)

。
福
島
県
知
事
表
彰

国民年金の保険料を

納められない方は

免除の手続きを

国
民
年
金
制
度
に
、
保
険
料
の
「
免

除
」
と
い
う
制
度
が
あ
る
の
を
ご
存
知

で
す
か
。

マ
親
子
等
消
防

団

長

境

田

孝

意

(

団

員

η

孝
夫

O
B本
消
防
協
会
長
表
彰

マ
功
績
章

前
団
長

マ
精
績
章

団

長

藤
田
金
二
(
小

境
田
孝
意
(

。
福
島
県
消
防
協
会
長
表
彰

マ
竿
頭
授

岩

法

マ
功
績
章

副
団
長

寺

分

国

仁
井
田
保
雄
〈
竜
崎
)

==圏直闘闘a===・
圃
回
目
圃

E===ニ
EEEBaa-===・

由
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
人
は

必
ず
保
険
料
を
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
が
、
家
計
が
苦
し
い
と
か
、
生
活

保
護
を
う
け
て
い
る
人
な
ど
経
済
的
な

理
由
で
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き

な
い
人
に
つ
い
て
は
、
保
険
料
の
納
付

が
免
除
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
が
保
険
料
の
免
除
制
度
で
す

が
、
免
除
制
度
に
は
、
免
除
の
事
由
に

該
当
し
た
時
か
ら
免
除
さ
れ
る
「
法
定

免
除
」
と
申
請
に
よ
っ
て
免
除
さ
れ
る

「申
請
免
除
」
の
二
つ
が
あ
り
ま
す
。

法
定
免
除
に
該
当
す
る
人
は
、
国
民

年
金
の
障
害
年
金
、
障
害
福
祉
年
金
や

母
子
福
祉
年
金
を
う
け
て
い
る
人
、
叉

は
生
活
保
護
法
の
生
活
扶
助
、
ら
い
予

防
法
に
よ
る
生
活
扶
助
を
う
け
て
い
る

人
な
ど
で
す
。

申
請
免
除
に
該
当
す
る
人
は
、

士
{
M

士
ロ

マ
精
勤
章

分
匝
長

小
原
金
久
(
南
須
釜
〉

太
田
竹
雄
(
四
辻
〉

マ
永
年
勤
続
退
職
団
員

元
分
団
長
矢
吹
嘉
志
(
山
小
屋
)

¥叩ノ

。
福
島
県
消
防
協
会

石
川
支
部
長
表
彰

マ
優
良
団
員

分

団

長

溝

井

源

二

(

小

高

〉

η

鈴

木

孝

一

(

中

)

η

佐
久
間
倉
吉
(
岩
法
寺
)

η

小
林
清
春
(
竜
崎
)

υ

榊
枝
義
二
(
北
須
釜
)

η

有
賀
嘉
栄
(
士
口
〉

副
分
団
長
小
原
保
良
〈
南
須
釜
〉

η

須
田
勝
也
(
四
辻
〉

マ
永
年
勤
続
団
員

分
団
長
石
森
金
治
(
山
小
屋
)

副
分
団
長
関
根
弘
志
(
四
辻
)

吉
岡
)'-ノ

樹

骨

偏

・

ω
-
a翻
鶴
掴
量
盟
書
留
脇
町
帰
帽
-
-
-
-
圃
臨
画

Ram-

所
得

が
な
い
人
、
世
帯
員
が
生
活
保
護
法
の

医
療
扶
助
や
ら
い
予
防
法
に
よ
る
援
助

を
う
け
て
い
る
人
な
ど
で
保
険
料
を
納

付
す
る
こ
と
が
著
し
く
困
難
な
と
き
で

す
。
こ
の
よ
う
な
と
き
に
は
、
役
場
で

免
除
の
手
続
き
を
と
っ
て
く
だ
さ
い
。

免
除
を
う
け
た
期
間
は
、
年
金
額
を
計

算
す
る
と
き
に
は
、
保
険
料
を
納
め
た

場
合
の
三
分
の
一
の
額
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
免
除
を
う
け
た
期
間
に
つ
い

て
は
、
そ
の
後
生
活
に
ゆ
と
り
が
で
き

た
時
に
、
過
去
十
年
前
ま
で
さ
か
の
ぼ

っ
て
納
め
る
こ
と
が
で
き
る
追
納
の
制

度
が
あ
り
ま
す
。
追
納
し
た
期
間
は

年
金
額
の
計
算
の
と
き
に
、
保
険
料
を

納
め
た
場
合
と
同
じ
よ
う
に
計
算
さ
れ

ま
す
。
免
除
の
手
続
き
な
ど
く
わ
し
い

こ
と
は
、
役
場
で
お
た
ず
ね
く
だ
さ

、。

去
る
五
月
二
十
七
日
、
民
有
林
道
開

設
事
業
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
入
札
を
し

ま
し
た
と
こ
ろ
次
の
と
お
り
落
札
と
な

り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

す。。
民
有
林
道
開
設
事
業
(
巌
峯
寺
線
)

命
第
一
工
区

延

長

七

六

二

・

二

米

'
巾
ロ
貝
四
メ
ー
ト
ル

落
札
価
格
三
一
、
八
五

O
千
円

落
札
者
熊
田
建
設
(
別
辺
〉

穆
第
二
工
区

延

長

六

八

O
米

'
巾
ロ
貝
四
メ
ー
ト
ル

落
札
価
格
二
六
、
八
八

O
千
円

落
札
者
鈴
木
建
設
(
中
〉

以
上
の
通
り
で
そ
れ
ぞ
れ
着
工
の
は

こ
び
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
当
線
に
つ

い
て
御
不
便
を
か
け
る
か
と
思
い
ま
す

が
、
よ
ろ
し
く
御
協
力
下
さ
る
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

怠乃・し

夏
で
す

遜
労
蓬
転

に
菱
山
口

三~:-.

一-~-一一ーーエ三三-_ー τ:=-- ..;.;;.一二_..

ー
ね
む
く
な
っ
た
ら

さ
あ
涼
し
い
と
こ
ろ
で

ま
ず
は
ひ
と
や
す
み
L
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者呂
田局

夏
は
、
解
放
感
と
気
の
ゆ
る
み
、
暑

さ
と
疲
労
に
よ
る
注
意
力
の
散
漫
等
か

ら
各
種
の
事
件
事
故
が
例
年
多
く
発
生

し
て
い
ま
す
。

県
警
で
は
、
七
月
一
日
か
ら
八
月
三

十
一
日
ま
で
「
夏
の
防
犯
運
動
」
を
実

施
中
で
す
。

。
カ
ギ
か
け
は

窓
と
心
の
両
方
に

暑
さ
の
た
め
、
戸
締
り
を
忘
れ
て
外

出
し
た
り
、
窓
を
開
け
た
ま
ま
休
み
が

ち
な
季
節
で
す
。

家
を
留
守
に
す
る
と
き
は
、
し
っ
か

り
戸
締
り
し
て
か
ら
出
か
け
ま
し
ょ

う
。
ま
た
夜
間
休
む
と
き
も
、
し
っ

か
り
戸
締
り
を
し
て
、
ド
ロ
ボ
ウ
や
チ

カ
ン
の
被
害
に
か
か
ら
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。
夜
は
、
外
か
ら
家
の
中
が

み
と
お
せ
な
い
よ
う
に
、
外
は
明
る
く

屋
内
は
暗
く
す
る
よ
う
に
心
が
け
ま
し

い
品
〉
内
ノ
。

。
誘
惑
は
心
の
ス
キ

か
ら
身
な
り
か
ら

夏
は
、
夜
間
の
外
出
が
多
く
な
る
と

と
も
に
、
心
が
解
放
的
に
な
る
こ
と
な

ど
か
ら
チ
カ
ン
や
性
犯
罪
が
多
く
な
り

ま
す
。
被
害
を
予
防
す
る
た
め
、
次
の

点
を
心
が
け
て
下
さ
い
。

※
刺
激
的
な
服
装
や
擦
の
あ
る
態
度
を

み
せ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

※
見
知
ら
ぬ
人
に
声
を
か
け
ら
れ
た

り
、
誘
わ
れ
た
場
合
は
、
は
っ
き
り

断
り
ま
し
ょ
う
。

※
夜
道
の
一
人
歩
き
は
し
な
い
よ
う
に

家
の
人
に
迎
え
に
来
て
も
ら
う
か
タ

ク
シ
ー
な
ど
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
で
き
る
だ
け
人
通
り
の
多
い

明
る
い
道
を
と
お
り
ま
し
ょ
う
。

※
怪
し
い
男
に
つ
け
ら
れ
た
り
、
チ
カ

γ
に
お
そ
わ
れ
た
と
き
は
、
大
き
な

声
を
出
し
て
、
近
く
の
家
に
飛
び
込

み
、
助
け
を
求
め
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
「
二

O
番
ブ
ザ

l
」
を
持

っ
て
い
る
と
、
と
っ
さ
の
場
合
役
立

ち
ま
す
。
警
察
署
や
、
駐
在
所
で
貸

出
し
と
あ
っ
せ
ん
を
し
て
い
ま
す
の

で
ご
利
用
下
さ
い
。

乗
る
な

上
手
は

ク
チ
車

。
愛
車
に
カ
ギ
を

自
転
車
や
自
動
車
の
盗
難
予
防
や

車
上
狙
い
を
防
止
す
る
た
め
、
事
を
離

れ
る
と
き
は
、
必
ず
カ
ギ
を
か
け
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

楽
し
い
レ
ジ
ャ
ー
も
、
車
や
貴
重
品

が
盗
ま
れ
て
は
、
一
転
し
て
い
や
な
思

い
出
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

。
レ
ジ
ャ
ー
地
で
の
暴
力
追
放

キ
ャ
ン
プ
、
水
泳
、
花
火
大
会
な
ど

の
夏
の
楽
し
い
思
い
を
不
快
に
す
る
の

が
暴
力
や
迷
惑
行
為
で
す
。

被
害
を
受
け
た
り
、
見
た
り
し
た
と

き
は
、
勇
気
を
出
し
て
す
ぐ
一
一

O
パ

ン
し
ま
し
ょ
う
。

。
水
難
事
故
防
止

本
格
的
な
水
泳
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え

こ
の
時
期
は
、
例
年
水
の
犠
牲
者
が
多

く
な
り
ま
す
。
水
泳
に
あ
た
っ
て
は
次

の
点
に
十
分
注
意
し
て
事
故
の
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ

う
。

※
子
供
達
の
水
遊
び
ゃ
水
泳
に
は
必
ず

大
人
が
同
伴
し
ま
し
ょ
う
。

※
疲
労
し
て
い
る
と
き
や
、
飲
酒
中

食
事
直
後
は
泳
、が
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

※
泳
ぐ
前
に
は
必
ず
準
備
運
動
を
し

除
々
に
水
に
入
り
ま
し
ょ
う
。

※
遊
泳
禁
止
場
所
で
は
絶
対
泳
が
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

※
溺
れ
て
い
る
人
を
見
つ
け
た
ら
、
大

き
な
声
で
ま
わ
り
の
人
に
知
ら
せ

ロ
i
プ
や
浮
き
袋
な
ど
を
利
用
し
て

助
け
ま
し
ょ
う
。

。
花
火
事
故
防
止

夏
の
花
火
遊
び
は
子
供
達
の
夢
を
ふ

く
ら
ま
せ
、

楽
し
い
思
い
出
を
つ
く
り

ま
す
。

花
火
事
故
を
な
く
す
た
め
に
、
必
ず

大
人
が
一
緒
に
つ
い
て
、
水
を
用
意
し

て
や
り
ま
し
ょ
う
。

黍
L
い
花
氏
遊
U

ー

、

主

題

。
盗
犯
の
予
防

。
暴
力
の
追
放

o
少
年
非
行
の
防
止

。
そ
の
他
防
犯
に
関
す
る
も
の

2
、

規

格

ァ
、
ポ
ス
タ
ー

O
B
一
ニ
版
(
五
一
回
問
×
一
一
一
言
問
〉

。
五
色
以
内
で
水
彩
絵
具
、
ポ
ス
タ

ー
カ
ラ
ー
ク
レ
ヨ
ン
使
用
の
も
の

イ
、
作
文

。
四

O
O字
詰
原
稿
用
紙
三
枚
以
内

3
、
募
集
対
象

県
内
居
住
の
小
、
中
、
高
校
生

4
、

締

切

昭
和
五
五
年
八
月
三

O
日

5
、

表

彰

優
秀
作
品
に
は
賞
状
矛
び
賞
品
を
贈

っ
て
表
彰
す
る
ほ
か
全
員
に
参
加
賞

を
贈
る
。

6
、
送
り
先

〒
九
六

O
福
島
市
杉
妻
町
二
番

一

六
号
、
福
島
県
警
察
本
部
防
犯
少
年

課
内
、
福
島
県
防
犯
協
会
連
合
会

で 量 平雨線日特夏 い 〈

すは均の帯がに裂 し 日 大 八
。平の降や多下のかが平
年気る台く旬天し多洋
並温日風なは気 、 く 高

(かはがのる平・が時な気
福や大あ影で年崩々る圧
島 や 体り響しよれ前でが
地多平そでよりる線し張
方め年う局う気期がより
気の並で地。温間南う出
象 見 、す的まのが下。し
台込降。にた低あし
〉み水月大前いりて 暑

概

況

七
月
は
時
々
梅
雨
前
線
の
活
動
が

活
発
に
な
っ
て
曇
り
や
雨
の
日
が
多

く
な
る
見
込
み
で
す
。
梅
雨
明
け
は

下
旬
の
な
か
ば
こ
ろ
に
な
る
で
し
ょ

O
 

〉
円
ノ

八
月
は
夏
型
の
天
候
に
な
っ
て
、

暑
い
日
が
多
く
な
ち
ま
す
が
、
時
々

前
線
が
南
下
し
て
、
局
地
的
に
大
雨

の
降
る
日
が
あ
り
そ
う
で
す
。
九
月

は
涼
し
い
日
が
多
く
な
る
で
し
ょ

う
。
な
お
、
こ
の
期
間
、
本
土
に
影

響
す
る
台
風
が
二
偲
く
ら
い
あ
る
見

込
み
で
す
。

〈
七

月
〉

オ
ホ
ー
ツ
ク
海
の
高
気
圧
が
強
ま

り
時
々
梅
雨
前
線
の
活
動
が
活
発
に

な
っ
て
、
曇
り
や
雨
の
日
が
多
く
な

る
で
し
ッ
う
。
月
の
後
半
に
も
平
年

よ
り
気
温
の
低
く
な
る
期
間
が
あ
る

見
込
み
な
の
で
、
梅
雨
明
け
は
下
旬

な
か
ば
ご
ろ
に
な
り
そ
う
で
す
。
月

平
均
の
気
温
は
平
年
並
か
や
や
低
め

降
水
量
は
平
年
並
か
や
や
多
め
の
見

込
み
で
す
。

月
v 



"ぶだん.• • _jとはどのくらい?

調査は「常住地方式Jで
5 

国

「
日
ご
ろ
」
と
か
「
い
つ
も
」
と
い
う

意
味
で
、
わ
た
し
た
ち
は
「
ふ
だ
ん
」

と
い
う
言
葉
を
よ
く
使
い
ま
す
。

「
ふ
だ
ん
よ
く
行
く
底
」
と
か
、
「
ふ

だ
ん
思
っ
て
い
る
こ
と
」
な
ど
と
い
う

ふ
う
に
|
|
。

と
こ
ろ
で
、
十
月
一
日
に
行
わ
れ
る

国
勢
調
査
は
、

「
ふ
だ
ん
住
ん
で
い
る
場
所
」
で
行

う
こ
と
が
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
場
合
の
「
ふ
だ
ん
」
と
は
ど
の

く
ら
い
の
時
期
を
い
う
の
か
、
こ
れ
が

今
回
の
お
話
し
で
す
。

大
正
九
年
に
始
ま
っ
た
霞
勢
調
査
で

す
が
、
昭
和
二
十
二
年
の
臨
時
調
査
ま

で
は
、
そ
の
人
が
「
十
月
一
日
午
前
零

時
」
に
い
た
そ
の
場
所
を
現
在
地
と
し

て
調
べ
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
だ
と
、
た
ま
た
ま
旅
行
し
て
い

た
り
、
出
張
し
て
い
た
り
す
る
場
合
は

旅
行
先
や
出
張
先
の
市
な
ら
市
、
町
な

ら
町
の
人
口
と
し
て
数
え
ら
れ
て
し
ま

い
ま
す
。

し
か
し
、
国
勢
調
査
の
結
果
は
、
地

方
議
会
の
議
員
定
数
の
決
定
や
地
方
交

付
税
の
算
定
に
用
い
ら
れ
る
ほ
か
、
地

方
自
治
体
が
行
政
を
進
め
て
い
く
た
め

の
資
料
に
使
わ
れ
る
も
の
で
す
。

国
勢
調 轡主
査 撃と
の ι

は
なh

し

⑤ る

そ
の
た
め
に
は
、
た
ま
た
ま
旅
行
中

だ
っ
た
人
を
そ
の
旅
行
先
で
あ
る
A
市

の
人
口
に
数
え
る
よ
り
は
、
そ
の
人
が

ふ
だ
ん
住
ん
で
い
る

B
市
の
人
口
と
し

て
数
え
る
ほ
う
が
妥
当
な
こ
と
は
い
う

ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
昭
和
二
十
五

年
の
調
査
の
と
き
に
、
そ
れ
ま
で
の

「
現
在
地
方
式
」
を
改
め
て
、
そ
の
人

が
ふ
だ
ん
住
ん
で
い
る
場
所
で
調
査
す

る
「
常
住
地
方
式
」
に
切
り
替
え
ら
れ

ま
し
た
。

i
ー
さ
て
「
ふ
だ
ん
」
と
は
、
ど
の
く

ら
い
の
期
間
を
い
う
の
か
、
と
い
う
こ

と
で
す
が
、
国
勢
調
査
の
場
合
は
、

ハ
十
月
一
日
現
在
す
で
に
三
か
月
以
上

住
ん
で
い
る
か
、
十
月
一
日
前
後
を
通

じ
て
三
か
月
以
上
に
わ
た
っ
て
住
む
こ

と
に
な
っ
て
い
る
所
ゾ

を
「
ふ
だ
ん
住
ん
で
い
る
場
所
」
と

決
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
公
職
選
挙
法
で
選
挙
権
が

得
ら
れ
る
資
格
要
件
の
一
つ
コ
ニ
か
月

以
上
」
に
合
せ
た
も
の
で
す
。

と
は
い
え
、
三
か
月
と
い
う
期
間

は
、
季
節
の
区
切
り
、
春
夏
秋
冬
の
一

シ
ー
ズ
ン
で
あ
り
、
ま
た
「
辛
抱
は
三

日
、
三
月
、
三
年
」
と
い
わ
れ
る
よ
う

に
、
わ
た
し
た
ち
日
本
人
の
暮
ら
し
の

リ
ズ
ム
で
も
あ
る
よ
う
で
す
。

啓一一国

察

官

募

集

中

若
さ
と
情
熱
を
県
民
の
た
め
に

福
島
県
で
は
、
昭
和
五
十
六
年
四
月

に
採
用
す
る
警
察
官
A

〈
大
学
卒
又
は

昭
和
五
十
六
年
三
月
卒
業
見
込
み
の
も

の
)
警
察
官
B

(
高
校
卒
程
度
)
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

※
問
合
せ

詳
し
く
は
福
島
県
警
察
本
部
警
務
課

千
九
六
O

梅
島
市
杉
妻
町
二

i
一
六

T
E
L
O
二
四
五
J
一一一一

J
一
一
一
五
一

又
は
県
内
の
警
察
署
又
は
駐
在
所
へ

お
た
づ
ね
下
さ
い
。

。
一
募
集
要
領

ω採
用
予
定
人
員

警
察
官
A

(
大
学
卒
)
約
四

O
人

η

B

〈
高
校
卒
程
度
)
約
三
五
人

ω試
験
日
別
表
の
通
り

IY ~ 付
第一次試験 第二次試験

合格発表

期 間 試験日 試験場所 試験臼 試験場所

警察官 7月28臼
福島市

A ~ 8月24日 福 島市 10月上旬 10月下旬
(県庁)

(大学卒) 8月9El 

警察官 9月8日 福島、郡山

B ~ 10.F.l19 El いわき、原町 11月下旬 11月下旬

(高卒程度) 9月20日 会津若松市

てつにに三ので れよい名 1 

鼓き、と 、方い昔 をうたが大 f弓ーな/:"~ r:.! ~ ・ 1 1 
一寸 T、 抵

の、さま 四をたことなが残字‘バ、1: } 1) ~ ・
根不かっ本見。のり物、つ北三~;}わ¥、(._! ~ 
元思んたのトてあ辺 上語こて須 J i辺ミ主全;υ 古\'(怜う~" ! -

宣警島J 票な 品2 宅妥z: 芝えiほま':l:ト，.さι:j:ji:三主いjλ.4j.Jt去，;ベ主主什¥し¥¥1ザ汽三子¥{
て思いの生と、一みえ名 O 宝~ふ:三豆 lい、:.:のI_.~; '¥: ~ 
びいて鼓え 、何人たらに昔司f:!{戸1ミちi;り:な7しい心，.ら~:I !民与い，..メEJ; ; 

つ、いがては気の。 れ ま は 頭5; .;~当弘、仁詩" ミ
くそる風いるな百 てつ法と r 、与与汚 f~ ， ~ 
り ばのもるかし姓 いわ事ぃ.J ~l ;:~，，:ミ ロ;
し にになの前にが るる堂う'よ(j_)l';三:し，!，'比九 i
てい気いが方向す が 次 と 小

し つがの自にしん その書字 ':f，.~.再， X i 
~~来来来T山1ふ主 ; 
:‘:ハ.，..-、 j人.:!心 '.υJ 雪

:ο1Jj:犬心:¥(ユ:，=-九:一一 . ?九九ミ、..子一..パ，:i，伝..... :. :: \~':: i ミ
ー ，"!~L f 1".1 f./'; ~ 
iミ須、::・~
¥ i釜 汚たき

ー)・ :':"~ '- ‘ 言

; 
1 

-5 

4 

ま
っ
た
。

そ
こ
に
は
鰯
棋
が
こ
ろ
が
っ
て
い
る

で
は
な
い
か
。
怖
る
怖
る
見
て
い
る
と

い
つ
ど
こ
か
ら
来
た
の
か
一
人
の
老
人

が
馬
を
ひ
い
て
立
っ
て
い
た
。
お
そ
ろ

し
く
な
っ
た
農
夫
は
逃
げ
よ
う
と
す
る

と
、
老
人
は
引
止
「
決
し
て
置
し
い
も

の
で
は
な
い
、
お
前
は
こ
の
馬
に
乗
り

な
さ
い
」
と
い
っ
た
。

怪
し
い
と
は
思
い
乍
ら
も
、
し
か
た

な
く
怖
る
怖
る
馬
に
ま
た
が
っ
た
。
す

る
と
馬
は
あ
た
か
も
空
を
飛
ぶ
が
ご
と

き
勢
い
で
山
を
越
え
谷
を
越
え
、
忽
ち

那
須
之
ケ
原
の
或
る
家
に
た
ど
り
つ
い

た
。
し
か
し
そ
の
家
に
は
誰
も
居
ら
ず

や
む
な
く
農
夫
は
仏
間
で
一
日
二
日
と

す
ご
し
て
い
た
が
、
な
に
ぶ
ん
腹
が
へ

っ
て
、
ど
う
し
ょ
う
も
な
い
の
で
、
仏

壇
に
供
え
で
あ
っ
た
も
の
を
食
べ
飢
え

を
し
の
い
で
い
た
。
と
こ
ろ
が
七
月
十

五
日
に
な
っ
て
、
こ
の
家
の
主
人
が
突

然
あ
ら
わ
れ
、
わ
が
家
の
仏
聞
に
見
馴

れ
な
い
農
夫
が
い
る
の
を
見
て
大
い
に

怪
し
み
、
そ
の
訳
を
問
え
た
だ
し
た
が

前
述
の
よ
う
な
い
き
さ
つ
を
農
夫
か
ら

聞
く
と
非
常
に
驚
き
、
そ
し
て
涙
を
流

し
乍
ら
、
「
そ
の
縞
綾
の
あ
っ
た
所
は

私
の
先
祖
の
墓
跡
に
相
違
な
い
」
と
い

っ
て
、
農
夫
と
共
に
北
須
釜
ま
で
や
っ

て
き
て
、
ね
ん
ご
ろ
に
法
要
を
営
み
、

石
碑
を
建
て
て
帰
っ
た
と
い
う
。

ま
た
一
宇
の
お
堂
を
建
て
冥
揺
を
祈

っ
た
と
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ

ち
こ
れ
が
薬
師
堂
の
由
来
に
ま
つ
わ
る

一
コ
マ
で
あ
る
が
、
お
堂
は
後
年
焼
失

し
現
在
は
残
っ
て
い
な
い
。
然
し
御
本

尊
仏
は
東
光
寺
に
遷
さ
れ
た
と
い
わ
れ

ま
た
墓
碑
は
東
光
寺
境
内
に
現
存
し
て

い
る
。こ

の
碑
の
高
さ
は
二
尺
五
寸
、
巾
一

尺
、
今
で
は
党
字
以
外
の
文
字
は
明
ら

か
で
な
い
が
昔
は
、
元
久
二
、
小
滝
何

某
と
い
う
文
字
が
碑
面
に
刻
ま
れ
て
い

た
と
い
う
。
こ
れ
が
那
須
七
騎
の
墓
碑

と
い
わ
れ
る
。

以
上
の
由
来
伝
説
は
北
須
釜
の
石
井

伊
勢
松
老
等
か
ら
聞
き
と
っ
た
こ
と
と

白
河
風
土
記
の
記
事
か
ら
と
っ
た
も
の

で

あ

る

。

〈

草

野

豊

)



広報

。
税
金
は
み
ん
な
の

た
め
に
使
わ
れ
る

私
た
ち
が
健
康
で
快
適
な
生
活
が
で

き
る
よ
う
に
、
国
や
地
方
公
共
団
体
は

社
会
福
祉
の
充
実
、
住
宅
や
道
路
の
整

備、

教
育
や
科
学
の
振
興
な
ど
幅
広
い

分
野
に
わ
た
っ
て
活
動
を
し
て
い
ま

す
。

昭和55年 7月 1日

こ
れ
ら
の
活
動
に
必
要
な
費
用
の
多

く
は
、
私
た
ち
み
ん
な
が
社
会
共
通
の

経
費
と
し
て
分
担
し
、
出
し
合
っ
て
い

る
「
税
金
」
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
私
た
ち
が
納
め
る
税
金
千

円
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
か

昭
和
五
十
五
年
度
の
国
の
一
般
会
計
予

算
で
説
明
す
る
と

O
私
た
ち
の
健
蔵
や
生
活
を
守
る
た
め

に

:

:

:

二

百

三

十

一

円

。
住
宅
や
道
路
の
整
備
の
た
め
に
:
:
:

百
五
十
六
円

。
教
育
と
科
学
技
術
の
振
興
の
た
め
に

百
六
円

。
地
方
財
政
の
援
助
の
た
め
に
:
:
:

百
七
十
三
円

No. 1 67 たまかわ

O
国
債
の
償
還
や
利
子
支
払
の
た
め
に

百
二
十
四
円

。
国
土
の
防
衛
の
た
め
に
:

五
十
二
円

。
そ
の
他
物
価
の
安
定
な
ど
の
た
め
に

百
五
十
八
円

と
な
っ
て
お
り
、
私
た
ち
の
生
活
が

豊
か
に
な
る
よ
う
に
、
六
切
な
税
金
が

使
わ
れ
て
い
ま
す
。

。
所
得
税
第
一
期
分
の
納
期

は
七
月
三
十
一
日
ま
で

七
月
は
、
所
得
税
の
予
定
納
税
第
一

期
分
を
納
付
す
る
月
で
す
。
納
税
額
は

六
月
中
旬
に
税
務
署
か
ら
通
知
さ
れ
ま

す。
予
定
納
税
額
は
、
前
年
分
の
所
得
税

額
の
三
分
の
一
に
当
る
金
額
で
す
が
、

本
年
六
月
三
十
日
現
在
の
状
況
で
本
年

分
の
所
得
や
所
得
控
除
な
ど
を
見
積
っ

て
計
算
し
た
税
額
が
、
次
の
よ
う
な
事

情
で
、
税
務
署
か
ら
通
知
さ
れ
た
予
定

納
税
基
準
額
よ
り
下
廻
る
場
合
は
、
七

月
十
六
日
ま
で
に
税
務
署
へ
予
定
納
税

額
を
減
額
す
る
手
続
が
で
き
ま
す
。

②①  
地るよ休
震とり廃
やき所業
風得や
水が転
害減失
な少業
どすな
のるど
災とで
害見
や込前
盗ま年
難れ分

な
ど
で
財
産
に
被
害
を
受
け
た
と
き

③
多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た
た
め
、

医
療
費
控
除
が
受
け
ら
れ
た
と
見
込

ま
れ
る
と
き
、

④
結
婚
や
出
生
で
、
扶
養
親
族
が
増
え

た
と
き
・
・
:
:
な
ど
で
事
。

詳
細
は
、
最
寄
り
の
税
務
署
や
税
務

相
談
室
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
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日日

母

親

学

級

母

子

セ

ン

タ

ー

日
本
脳
炎
予
防
接
種須

釜
中
学
校

妊
婦
検
診
西
部
地
区

母
子
セ

γ
タ
1

日
本
脳
炎
予
防
接
種

泉
中
学
校

母
子
セ
ン
タ
ー

15 
日

16 
日

24 
日

乳
幼
児
検
診

※ 

右
記
以
外
の
事
業
予
定

0
1
才
6
カ
月
児
健
康
診
査

。
乳
幼
児
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
接
種
、
及

び
B
C
G
接
種

ア
月
公
民
館
関
係
行
事
予
定

社
交
ダ
ン
ス
教
室
午
後
7
時

J

9
時

就

改

セ

ン

タ

ー

高
令
者
学
級
午
前

9
時
J
ロ

時

泉

教

室

午
後
1
時

1
4時
須

釜

教

室

日
本
画
教
室
午
後
1
時
加
分

J

4
時

就

改

セ

ン

タ

i

ロ
・
日
日
野
外
活
動
研
修
(
キ
ャ
ン

プ

〉

県

民

の

森

社
交
ダ
ン
ス
教
室

5 
日

8 
日

8 
日

19 
日

19 
E 

婦
人
学
級

J

午
前
9
時
J
ロ
時

泉

教

室

須
釜
教
室

午
後
一
時
J

4
時

幻
日
日
本
画
教
室

お
・
お
・
幻
日
村
民
登
山(

富
士
山
〉

高辺

お

め

で

(
五
月
分
の
出
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書
か
ら
〉

保
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